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196



A Bibliographic Research on Old Chinese Books Previously Housed in the Kyoto 
Institute of the Academy of Oriental Culture 

Yagi, Takeshi 
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199



200



201



202



203



204



205



206



1.
EFEO :    

2.

3.
2020 9 25  18:00 19:30

EFEO

2020 10 16  18:00 19:30

)

2020 10 30  18:00 19:30

2020 11 27  18:00 19:30

4. 400

14 19
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5.

208



209



6.

7.

40 35 40 35
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40 35
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212



1.

2.
Harald Fuess

3.
2020 10 23  10:00 12:00

4

Harald Fuess

4. 400

5.

6.

7.
ZINBUN

213



40 35 40 35

40 35
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1.
=

2.
Gilles Philippe

3.
2020 11 14

Atsuo MORIMOTO
= =

Introduction : Du « Non-humain » au « Post-humain »
Gilles Philippe

=
Posthumanisme et stylistique

Masanori TSUKAMOTO

Poétique de l’inhumain : De « La Déshumanisation de l’art » d’Ortega y Gasset à « 
L’Institution » de Merleau-Ponty 

Masatake SHINOHARA  
post-humanities

Le post humanisme au cœur de la fragilité du monde : la pratique photographique de 
Kawauchi Rinko et les idées de Timothy Morton sur l’écologie 

4. 400
AI

=

19 =

=

5.

Gilles Philippe
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6.
62829

16705
16705

96239

7.
= 21

= 19
20

=
=

100
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40 35 40 35

40 35
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1.
Dynamism of Social Context Deciphered by a Linguistic Analysis of Ancient Literature 

The 1st workshop of the SPIRITS project "Chronological and Geographical Features of Ancient 
Indian Literature Explored by Data-Driven Science" 

2.

3.
2021  

14:00 – 14:30  
Problems in the Formation of the Vedas, Ancient Indian Religious Texts 

14:30 – 15:10 
The Possibility of Information Visualization and Data Analysis for Ancient Indian Literature 

 

15:10 – 15:50 
Relationship Among Vedic Schools Deciphered by the Visualization of Mantra Collocation 

15:50 – 16:30 
Citation Prediction Using Academic Paper Data and Application for Surveys 

 
2  

16:50 – 17:30 
Measuring the Semantic Similarity between the Chapters of Taittiríya Samhita Using a Vector 
Space Model 

Leipzig 
University, Indology) 
17:30 – 18:10 
Dating Vedic Texts with Computational Models: Algorithmic Considerations and Data Selection 
Oliver Hellwig (University of Zurich, Department of Comparative Language Science) 
18:10 – 18:50 
morogram: Background, History, and Purpose of a Tool for East Asian Text Analysis 
morogram:  

18:50 – 19:10 

219



4. 400

SPIRITS

5.

 Tiziana Pontillo (Cagliari  
Maria Piera Candotti (Pisa  
Nirmala Kulkarni (Pune  

6.
29,777

82,500

7.
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pdf  

40 35 40 35
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40 35
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主催責任者 申請者 企画の名称

1 松井 茂 ⼩関隆
連続オンライン・セミナー「2020年の論点：⽣きるための⼈
⽂学」（全３回）

2 ⽥辺明⽣ ⽵沢泰⼦
『環太平洋地域における移動と⼈種』の英語版出版のための
翻訳事業

3
⼩野寺史郎
森川裕貫 ⽯川禎浩

ZOOMを⽤いたオンライン国際シンポジウム「中国学研究と
翻訳」の開催

4 外村中 稲本泰⽣
国際ワークショップ：中国三教と⽇本神道の「⾒える」もの
や「⾒えない」もの

資料２－４

新型コロナウイルス感染防⽌などの⾏動⾃粛にともなう共同利⽤・共同研究拠点企画報告書
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京都大学人文科学研究所新型コロナウイルス感染防止などの行動自粛にとも

なう共同利用・共同研究拠点企画報告書 

1. 国際研究ミーティングの名称

「現代の論点：生きるための人文学」第１シリーズ（全３回）

「国際研究ミーティング」ではなく「オンライン連続セミナー」

2. 主宰責任者氏名

松井 茂（情報科学芸術大学院大学准教授）

3. 開催日時等およびプログラム（講演者名または報告者名を明記してください）

① 歴史学から考える新型コロナウイルス 藤原辰史＆直野章子

② コロナ危機下の欧州 遠藤乾（北海道大学教授）＆小関隆

③ コロナ時代の未来の音楽 岡田暁生＆三輪眞弘（情報科学芸術大学院大学学長）

全３回ともに 2020 年 11 月 26 日に YouTube で公開 

4. 概要（400 字程度）

全３回とも、新型コロナウイルスの感染拡大という大状況の中で人文学的思考がいかなるレゾンデートルを主

張できるか、を課題意識として共有している。第１回は現下のコロナ禍を歴史的なパースペクティヴの中でど

う捉えるか、を、第２回は EU 諸国および EU を離脱したイギリスでコロナ禍へのいかなる対応が進められて

いるか、を、第３回は人が集まること自体が難しいコロナ時代における芸術とりわけ音楽の在り方をどう構想

するか、を主題とした。収録した講演および討論の映像をそのまま放映するのではなく、YouTube での公開

に先立って、映像メディアの専門家によって編集し、さらに音楽を添えるなど、「作品」と呼びうる水準に仕上

げることにも意を尽くした。今後も同様の企画が続き、「生きるための人文学」を掲げる人文研の存在を広く

社会に知らしめることに期待したい。

5. 参加者（別紙「参加状況」も記載してください。）

YouTube での公開のため、「参加者」は特定しがたい。したがって、別紙も空白とする。 

6.助成金の使途等

申請書のとおり
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7.その他（成果や今後の展開等、自由に記載してください） 
４で記した通り、今後も同様の企画が第２、第３シリーズとして継続されることが期待される。 
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参加状況  

区分 
機関

数 

 参加人数  延べ人数 

総計 

海外

研究

者 

40

歳未

満 

35

歳以

下 

大学

院生 
総計 

海外

研究

者 

40

歳未

満 

35

歳以

下 

大学

院生 

学内（法人内）  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

国立大学  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

公立大学  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

私立大学  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

大学共同利用機関法人  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

独立行政法人等公的研究機関  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

民間機関  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

外国機関  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

その他  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

学外 計            

計  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

【その他の参加状況】 

 
 
※本務所属が海外の研究機関である研究者 
※（ ）内には、女性数を記載 
※受入機関、受入人数、延べ人数を区分に応じて記入してください。  
※外国人、若手研究者（40 歳未満）、若手研究者（35 歳以下）、大学院生の人数はそれぞれ受入人数、延

べ人数に対しての内数を記入してください。  
※受入人数、延べ人数については上段に総数を下段に（）で女性の内数を記入してください。 
※「学内」の所属機関数は「学部数」等を記入してください。 
※【その他の参加状況】には「その他」区分に計上した、具体的な所属等を記載 
※受入人数及び延べ人数の算出方法は、以下の例に基づき算出してください 

国際研究ミーティングに参加者２人が３回参加した：受入人数２人、延べ人数６人   
            

別 紙 
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京都大学人文科学研究所新型コロナウイルス感染防止などの行動自粛にとも

なう共同利用・共同研究拠点企画報告書 

 

1. 国際研究ミーティングの名称 
『環太平洋地域における移動と人種』の英語版出版のための翻訳事業 

 
2. 主宰責任者氏名 

竹沢泰子（京都大学人文科学研究所教授） 
   田辺明生（東京大学大学院総合文化研究科教授） 
 
3. 概要（400 字程度） 
本事業は、申請者の共編著 『環太平洋地域における移動と人種』（京都大学学術出版会、2020.1 刊行）

をもとに、海外の読者向けに修正し、英語論文集として出版することを目標として、そのなかの一部の章を英

語に翻訳するものであった。原稿の完成までには、2 度の合評会（2020 年 8 月２４日、オンラインによる人文

研アカデミーとして開催し、実質 90 名参加者をえた。2 度目は 2020 年 12 月２7 日、対面とオンラインのハ

イブリッドによる非公開の合評会）を経て、さらに修正を加えた。いずれも第一線で活躍する評者らにより、海 
外の人種研究が環大西洋をモデルとするのに対し、環太平洋地域における移動による人種化は、環大西

洋と環太平洋の人種関係が入れ子構造となっており、より広範性をもつモデルを提供していると評価された。 
本事業は、単なる英訳ではなく、2 度の合評会や執筆者間の度重なる議論を通して、さらに進化させた形で

海外発信を試みるものである。 
 
4. 参加者等 
翻訳事業の対象は、鬼丸、関口、土屋、成田の４論文。 
以下は、事業全体の参加者 

①学外 
平野克哉（カリフォルニア大学ロサンゼルス校歴史学部准教授） 
鬼丸武士（九州大学比較社会文化研究院教授）  
関口寛（四国大学経営情報学部准教授） 
内野クリスタル（同志社大学講師） 

   土屋和代（東京大学大学院総合文化研究科准教授）  
   成田龍一（日本女子大学名誉教授） 
   田辺明生（東京大学大学院総合文化研究科教授） 

学内 
徳永悠（京都大学地球環境学堂准教授） 
所内 
竹沢泰子（京都大学人文科学研究所教授） 

 
5.助成金の使途等 
 
翻訳代 26000 字 x12 円 x8 本=2,496,000 円 そのうち４本＝1,200,000 円 
 
6.その他（成果や今後の展開等、自由に記載してください） 
特になし 
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京都大学人文科学研究所新型コロナウイルス感染防止などの行動自粛にとも

なう共同利用・共同研究拠点企画報告書 

 

1. 国際研究ミーティングの名称 

オンライン・シンポジウム「中国学研究と翻訳」およびランチタイムトーク「グローバル化と翻訳の意義」 

 

2. 主宰責任者氏名 

  小野寺史郎（埼玉大学准教授）・森川裕貫（関西学院大学准教授） 

  所内（申請者） 石川禎浩（京都大学人文科学研究所教授） 

 

3. 開催日時等およびプログラム 

①日時：2020 年 10 月 31 日 10:30～12:15 

場所：京都大学人文科学研究所本館 4 階大会議室を中継会場とし、ZOOM を用いてオンライン開催。 

演題等：「"日本語は難しいでしょう"と言われて」、「どのような訳書を読者に届けるか」、「四面雲山皆入眼、

万家煙火総関心」 

講演者：ジョシュア・フォーゲル（カナダ ヨーク大学教授）、伊藤真（東洋大学非常勤講師）、楊韜（佛教大

学准教授） 
②日時：2020 年 10 月 31 日 12:30～14:25 
場所：京都大学人文科学研究所本館 4 階大会議室を中継会場とし、ZOOM を用いてオンライン開催。 
演題等：「翻訳からグローバル化を考える」、「英書翻訳の新たな可能性」、「グローバル時代における日中

翻訳」 
講演者：ジョシュア・フォーゲル（カナダ ヨーク大学教授）、伊藤真（東洋大学非常勤講師）、楊韜（佛教大

学准教授） 
 
4. 概要（400 字程度） 
 オンライン開催の利点を生かして、シンポジウム「中国学研究と翻訳」およびランチタイムトーク「グローバル

化と翻訳の意義」のいずれについても、中国・アメリカから多数の研究者の参加を得ることができ、大変な盛

会となった。時差や接続等の問題が当初懸念されたが、当日はプログラム通りに開催することができた。グロ

ーバル化に対応した学術・研究が求められる一方で、従来の国際交流を支えてきた翻訳の意義については

これまで十分に検討されてこなかった。日本の中国研究の英語圏への紹介において多大な貢献をしてきた

フォーゲル氏、英書の日本語訳で多数の成果をものされている伊藤氏、日本の研究成果の中国への紹介

を積極的にされている楊氏の報告は、この点を考えるものとして意義深いものであった。報告後には、オー

ディエンスも交えて活発な対話がなされ、研究成果の国際発信のありかたについて意見が共有された。 
 
5. 参加者（別紙「参加状況」も記載してください。） 
①学外 

李真（江蘇省常州工学院講師）、ジョシュア・フォーゲル（ヨーク大学教授）、蒲豊彦（京都橘大学教授）、

伊藤真（東洋大学非常勤講師）、李楽（大学院生）、高莹莹（中国社会科学院近代史研究所編集部）、彭

剣（華中師範大学副教授）、森川裕貫（関西学院大学准教授）、陳瑶（厦門大学助理教授）、小野寺史郎

（埼玉大学准教授）、島田美和（慶応大学講師）、安东强（中山大学副教授）、荻恵里子（京都府立大学

研究員）、久保亨（信州大学特任教授）、周俊（早稲田大学研究員）、ニコロヴァ・ヴィクトリヤ（東京大学院

生）、姚忻如（NH 福岡局放送部）、陳健成（東京大学研究員）、張月（二松学舎大学院生）、範麗雅（中国

社会科学研究院客員教授）、高柳信夫（学習院大学教授）、韓燕麗（東京大学准教授）、田中剛（帝京大

学准教授）、前田環（美術史家・米国シアトル在住）、荆瑶（山西大学講師）、楊韜（佛教大学准教授）、関

暁紅（中山大学教授）、菊地一隆（愛知学院大学名誉教授）、狹間直樹（京都大学名誉教授） 

学内 
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江田憲治（人間環境学研究科教授）、小島泰雄（人間環境学研究科教授）、谷雪妮（非常勤講師）、中島

大知（学部生）、巫靚（非常勤講師）、李ハンキョル（院生）、比護遥（京都大学院生） 
所内 
石川禎浩、永田知之、村上衛、菊地暁、都留俊太郎、瞿艶丹（人文学連携研究員） 

②学外 
李真（江蘇省常州工学院講師）、ジョシュア・フォーゲル（ヨーク大学教授）、伊藤真（東洋大学非常勤講

師）、李楽（大学院生）、高莹莹（中国社会科学院近代史研究所編集部）、彭剣（華中師範大学副教授）、

森川裕貫（関西学院大学准教授）、陳瑶（厦門大学助理教授）、小野寺史郎（埼玉大学准教授）、安东强

（中山大学副教授）、楊韜（佛教大学准教授）、関暁紅（中山大学教授）、菊地一隆（愛知学院大学名誉

教授） 
学内 
谷雪妮（非常勤講師）、李ハンキョル（院生） 
所内 
石川禎浩、村上衛、都留俊太郎、瞿艶丹（人文学連携研究員） 

 
6.助成金の使途等 

申請書の通り。 
 

7.その他（成果や今後の展開等、自由に記載してください） 
 特に無し。 
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参加状況  

区分 
機関

数 

 参加人数  延べ人数 

総計 

海外

研究

者 

40

歳未

満 

35

歳以

下 

大学

院生 
総計 

海外

研究

者 

40

歳未

満 

35

歳以

下 

大学

院生 

学内（法人内） 4 
12 

( 3) 
 

(  ) 
 

(  ) 
7 

( 3) 
2 

( 0) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

国立大学 3 
7 

( 2) 
 

(  ) 
 

(  ) 
2 

(  ) 
2 

( 1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

公立大学 1 
1 

( 1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
1 

( 1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

私立大学 9 
9 

( 2) 
 

(  ) 
1 

(  ) 
2 

(  ) 
3 

( 2) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

大学共同利用機関法人  
0 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

独立行政法人等公的研究機関  
0 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

民間機関 1 
1 

( 1) 
 

(  ) 
1 

( 1 ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

外国機関 10 
19 

(10) 
 

(  ) 
4 

( 2) 
3 

( 2) 
2 

( 1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

その他 1 
2 

(  ) 
 

(  ) 
1 

( 1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

学外 計  39          

計 29 
51 

(19) 
 

(  ) 
7 

( 4) 
15 

( 6) 
9 

( 4) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

【その他の参加状況】 

 
 
※本務所属が海外の研究機関である研究者 
※（ ）内には、女性数を記載 
※受入機関、受入人数、延べ人数を区分に応じて記入してください。  
※外国人、若手研究者（40 歳未満）、若手研究者（35 歳以下）、大学院生の人数はそれぞれ受入人数、延

べ人数に対しての内数を記入してください。  
※受入人数、延べ人数については上段に総数を下段に（）で女性の内数を記入してください。 
※「学内」の所属機関数は「学部数」等を記入してください。 
※【その他の参加状況】には「その他」区分に計上した、具体的な所属等を記載 
※受入人数及び延べ人数の算出方法は、以下の例に基づき算出してください 

国際研究ミーティングに参加者２人が３回参加した：受入人数２人、延べ人数６人   
            

別 紙 
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京都大学人文科学研究所新型コロナウイルス感染防止などの 

行動自粛にともなう共同利用・共同研究拠点企画報告書 

 

1. 国際研究ミーティングの名称 
国際ワークショップ：中国三教と日本神道の「見える」ものや「見えない」もの 

 
2. 主宰責任者氏名 

外村 中（ヴュルツブルク大学上級講師）  
 
3. 開催日時等およびプログラム（講演者名または報告者名を明記してください） 

日時：2021 年 3 月 28 日（日）13:30～18:00 
場所：京都大学人文科学研究所分館考古芸術共同研究室及びオンラインミーティング 
研究発表① 
演題：道家系と儒家系と伊勢神道の｢一なる｣もの：「一なる」ものは「道」か「気」か 
報告者：外村 中（ヴュルツブルク大学上級講師） 
研究発表② 
演題：仏像と道教像の図像的関係性再考 －南北朝～唐時代－ 
報告者：齋藤龍一（大阪市立美術館学芸員） 
研究発表③ 
演題：道学諸派における『太極図説』解釈 
報告者：福谷 彬（京都大学助教） 
研究発表④ 
演題：北宋真宗期の仏教美術と三教理解 －舎利荘厳を中心に－  
報告者：稲本泰生（京都大学教授） 

 
4. 概要（400 字程度） 

本ワークショップは、人文科学研究所の共同研究一般 A 班：「『見えるもの』や『見えないもの』に関わる東

アジアの文物や芸術についての学際的な研究」（班長：外村中、副班長：稲本泰生）の関連企画であり、当

該班の過去 2 年の研究成果を総括するとともに、これからの展開の可能性をさぐり、広く国内外に発信する

場と位置づけている。具体的には、これまで個別に検証してきた仏・道・儒に日本神道を加えた四教の「交

渉の様相」に焦点をあて、彫像や画像などの文物と対照させつつ考察を加える機会とする。ワークショップは

人文研を拠点にオンラインミーティングで実施し、四人の研究者が四教それぞれに軸足をおいた研究発

表を行って問題提起し、これに基づいて多分野の研究者が参加して討論を行う。その最大の目標は、当該

テーマに関わる諸問題について、ジャンルの垣根をこえた国際レベルの共通認識を形成することに存する。 
 

5. 参加者（別紙「参加状況」も記載してください。） 
学外 横手裕（東京大学人文社会学系教授）、藤岡穣（大阪大学文学研究科教授）、塚本明日香（岐阜

大学地域協学センター助教）、王杰（京都市立芸術大学美術学部 DC）、大平理紗（京都府立大学文学研

究科 DC）、肥田路美（早稲田大学文学学術院教授）、原口志津子（奈良大学文学部教授）、大西磨希子

（佛教大学仏教学部教授）、西林孝浩（立命館大学文学部教授）、中安真理（同志社大学文化情報学部准

教授）、濱田瑞美（横浜美術大学准教授）、藤井淳（駒澤大学仏教学部准教授）、高橋早紀子（愛知学院大

学文学部講師）、篠原典生（中央大学総合政策学部助教）、鈴木洋保（京都女子大学非常勤講師）、重田

みち（京都芸術大学非常勤講師）、ベッティーナ・ゲーシュ（関西大学非常勤講師）、魏藝（龍谷大学大学院
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文学研究科研究生）、稲葉秀朗（早稲田大学文学学術院 DC）、清水健（東京国立博物館主任研究員）、谷

口耕生（奈良国立博物館教育室長）、岩井共二（奈良国立博物館美術室長）、折山桂子（九州国立博物館

アソシエイトフェロー）、田中健一（文化庁文化財調査官）、長谷川貴信（京都府教育庁指導部文化財保護

課技師）、齋藤龍一（大阪市立美術館主任学芸員）、森橋なつみ（大阪市立美術館学芸員）、八田真理子

（岡山県立美術館学芸員）、中澤菜見子（石川県立美術館学芸員）、瀧朝子（大和文華館学芸部課長）、西

谷功（泉涌寺宝物館学芸員）、外村中（ヴュルツブルク大学上級講師）、シビル・ギルモンド（ヴュルツブルク

大学講師）、イマヌエル・スパー（ヴュルツブルク大学講師）、黄盼（中国社会科学院 PD）、常钰熙 （北京大

学考古文博学院 DC） 
学内 上島享（文学研究科教授）、内記理（文学研究科助教）、檜山智美（白眉センター特定助教）、陳佑

真、臧魯寧、王歓、王孫涵之、冨岡采花（以上、文学研究科 DC） 
所内 稲本泰生、安岡孝一、古勝隆一、倉本尚徳、向井佑介、高井たかね、福谷彬、高志緑 

 
6.助成金の使途等 

日本入国時における二週間待機の措置が継続される等、主催責任者の滞在費が想定をこえた価格とな

ったため、全額を旅費にあてた。 
 
7.その他（成果や今後の展開等、自由に記載してください） 

3 月 28 日のワークショップ当日は 6 名の外国人研究者を含む 52 名の参加を得て濃密な研究発表と活発

な質疑応答が行われ、実りある研究交流の機会となった。開催に先立って『仏教と道家系の「見える」ものと

「見えない」もの』と題する資料集の冊子（全 100 ページ）を制作刊行し、議論の参考に供することができた。 
本企画の基盤となっている研究班（A 班）は 2021 年度が最終年度であり、研究成果をとりまとめた論

集の公刊に向け準備にあたるが、論集にはワークショップの発表に基づく論考も収録する予定である。 
また当該班の関連企画としてドイツ・ヴュルツブルク大学で日独二国間学術交流セミナー『美術史

学・考古学から見た伝統東アジアにおける「見えない」ものの変容』を開催すべく、ドイツ研究振興協

会（DFG）と日本学術振興会（JSPS）の助成に応募したところ（ドイツ側代表：外村、日本側代表：稲

本）、採択の通知（2021 年 3 月初）があり実施が確定した。本セミナーは 2021 年 12 月 10・11 日に行

われ、若手・中堅研究者の班員 7 名が研究発表し、同数のドイツ在住研究者と対論する。3 月のワーク

ショップのメンバーの中では福谷が研究発表、外村・稲本が総括・進行を行う予定である。本セミナー

の最大の目標は、伝統東アジアの文物・芸術を解釈するための共通基盤が、若い世代の間で、また国際

レベルで形成されることに存する。今回のワークショップ参加者には若年層が多く、一方で発表・討論

では高い水準が確保されていたことから、セミナーの成功を確信させる手応えが得られた。 
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参加状況  

区分 
機関

数 

 参加人数  延べ人数 

総計 

海外

研究

者 

40

歳未

満 

35

歳以

下 

大学

院生 
総計 

海外

研究

者 

40

歳未

満 

35

歳以

下 

大学

院生 

学内（法人内） 3 
16 
(5) 

4 
(1) 

9 
(4) 

8 
(4) 

5 
(2) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

国立大学 3 
3 

(1) 
 

(  ) 
1 

(1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

公立大学 2 
2 

(2) 
1 

(1) 
2 

(2) 
2 

(2) 
2 

(2) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

私立大学 13 
14 
(9) 

2 
(2) 

3 
(2) 

2 
(2) 

2 
(1) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

大学共同利用機関法人  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

独立行政法人等公的研究機関 8 
10 
(4) 

 
(  ) 

6 
(4) 

4 
(4) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

民間機関 2 
2 

(1) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

外国機関 3 
5 

(3) 
4 

(3) 
2 

(2) 
2 

(2) 
2 

(2) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

その他  
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 
 

(  ) 

学外 計 31 36 7 14 10 6      

計 34 
52 

(25) 
11 
(7) 

23 
(15) 

18 
(14) 

11 
(7) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

 
(  ) 

【その他の参加状況】 

 
 
※本務所属が海外の研究機関である研究者 
※（ ）内には、女性数を記載 
※受入機関、受入人数、延べ人数を区分に応じて記入してください。  
※外国人、若手研究者（40 歳未満）、若手研究者（35 歳以下）、大学院生の人数はそれぞれ受入人数、延

べ人数に対しての内数を記入してください。  
※受入人数、延べ人数については上段に総数を下段に（）で女性の内数を記入してください。 
※「学内」の所属機関数は「学部数」等を記入してください。 
※【その他の参加状況】には「その他」区分に計上した、具体的な所属等を記載 
※受入人数及び延べ人数の算出方法は、以下の例に基づき算出してください 

国際研究ミーティングに参加者２人が３回参加した：受入人数２人、延べ人数６人    

別 紙 
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